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日立市立宮田小学校 

Ⅰ 実践 

 

１ 研究主題 

互いに思いやり助け合う児童の育成を目指した人権教育の実践 

(1) 主題設定の理由 

本校は，「『確かな学力，たすけあう心，たくましい体』をもった調和のとれた児童の育成」を教

育目標として掲げている。それを受けて，人権教育では，「人とのつながりの中で，人権感覚を養

い，社会や生活を見つめながら，主体的に行動することができる児童を育成する」ことを目標にし

ている。 

人は，様々な人とかかわりながら，日常生活を送っている。その中で，一人一人がかけがえのな

い存在であること，そして尊重し合うことの大切さを理解することは大切である。 

そこで，体験的な交流を通して，相手の立場を考え，思いやりや助け合いの精神をもって行動す

ることを身に付けさせるため，本主題を設定した。 

(2) 研究の内容 

・道徳や特別活動，総合的な学習の時間における人権教育の充実 【人権に関する授業の実際】 

・豊かな体験活動の展開 

・人権メッセージの応募 

・人権週間を設け，人権教育に力を入れる週間とする。 

２ 実践内容 

(1) 人権週間の実践 

   ア ねらい 

    児童の人権感覚や人権意識を育成する。 

     （児童が発達段階に応じて人権の意義・内容や重要性について理解し，「自分の大切さととも

に他の人の大切さを認めること」ができるようになり，それが様々な場面や状況下での具体

的な態度や行動に現れるようにする。） 

   イ 期日  9／8（月）～9／12（金） 

 ウ 人権に関する学習をする。 

【指導資料 ２４・２６・３０集より抜粋したものを印刷して配布 】 

・ 自分もみんなも大切 ―話し方―（低学年用）      【人権メッセージ】 

・ あなたならどうする ―差別・いじめ―（中学年用） 

・ 楽しい学級（学校）生活にしよう ―いじめ―（高学年用） 

 エ 人権メッセージを書く。（２００字程度） 

    学級代表作品各３点ずつ，「人権コーナー」に展示する。 

 (2) 総合的な学習の時間や道徳における体験的な活動 

ア 総合的な学習の時間において（第４学年） 

４年生では，総合的な学習の時間のテーマが「人にやさしい宮田を考えよう」であることから，

様々な人の立場に目を向けさせ，共生を図る資質や能力を身に付けられるようにと考え，様々な

障害の疑似体験や実際に障害のある方の話を聞く活動を行っている。特に 2 学期は耳の不自由な

方が来校し，いろいろな質問をしたり，あいさつや指文字などの手話を教えていただいた。 

イ 道徳において（第 2 学年） 

2 年生では，今年度より初めて盲導犬について学習する機会があった。盲導犬協会の方が来校
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し，盲導犬に対するマナーや，目の不自由な方についての生活を教えていただいた。実際にア

イマスクをし，白杖で歩いたり，盲導犬と一緒に歩いたりした。 

                                  【縦割り班の年賀状】 

 (3) その他の活動 

ア 異学年集団（縦割り班活動）の交流 

本校では，毎月第３週の水曜日の宮田っ子タイム（ロングの昼休み） 

において，１年生から６年生の縦割りの集団（１８集団）を編成し， 

６年生がリーダーとなって計画をたて，異学年が一緒に楽しく遊ぶ 

活動を行った。また，年賀状交換も行った。そのことにより，６年 

生が１年生のお世話をしたり，学年を超えて親しみをもって接したりすることできた。 

イ あいさつ運動 

事務局委員会が中心となり，昇降口でのあいさつ運動を実施した。本校職員や高学年の児童が

学校の正門や非常門，昇降口であいさつを呼びかけたり，駒王中学校の有志の生徒や宮田小学校

PTA の方の協力を頂き，自宅前や通学路でもあいさつ運動を実施したりする等，地域が一体とな

って人間関係づくりの基礎となるあいさつの活性化に努めた。 

３ 成果 

・障害のある方に実際に話を伺うことで，日常生活での不便さだけでなく，工夫次第で健常者と変

わらない日常生活を送れることがよく理解できた。また福祉体験を通して，障害のある方の努力

や生活上の工夫について，さらに理解を深めることができた。 

・異学年交流では，高学年としての自覚をもち，低学年の児童に優しく面倒を見たり遊びを教えた

りするなど，思いやりの心を育むことができた。また，2学期になると，低学年の児童からも積極

的に「ありがとうございます」「楽しかった」など伝えることができ，高学年への感謝の気持ちを

育むことができた。 

Ⅱ 今後の課題 

児童が身に付けた「互いに思いやり助け合う」態度をより確かなものにするため，これからも，総

合的な学習の時間や道徳の時間等を活用する必要がある。その際には，それぞれの教科の関連に留意

し，授業を工夫・改善していきたい。 

また，本校ではあいさつの声が小さい児童や，自分からあいさつすることができない児童が多いた

め，引き続き，あいさつ運動にも力を入れていきたい。 

Ⅲ 人権コーナー設置の様子 

人権メッセージ募集に出した学級代表各 3 名の作品を掲示したり，相田みつをの詩や，子どもの権

利条約カレンダー・人権カレンダーより写真と解説を抜粋した「こころコーナー」を設置したりした。 


